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読み書きに困難のある子ども、そしておとなが

いる。しかし、読み書きの苦手さは多動や対人関

係などの困難と比べてたいしたことはないと思わ

れやすく、人知れず自分の読み書きの出来なさに

悩んでいる。

脳損傷により生じた読みの困難（難読症：

dyslexia）ついては、ヨーロッパ圏では1800年代

後半から研究が行われてきた。その後、発達過程

において生ずる類似の症例が小児に見いだされる

ようになり、発達期における読みの困難は発達性

ディスレクシア（developmental dyslexia）と呼

ばれるようになった（室橋，2013b）。その原因と

障害メカニズムについては、未だ明確になったと

はいえない状況にある。しかし、そのような困難

を抱える子どもとおとなは、そのことから派生す

る様々な生きにくさを抱えつつ日常を過ごしてい

るのである（室橋，2013a）。ここ数年、発達性ディ

スレクシアに関する関心は高まりつつあるように

思われるが、行動の困難に比して読み書きの困難

はその本質が理解されにくい。

そこで本センターでは、発達性ディスレクシア

に関する講演会とシンポジウムを企画した。第１

部では、本センター研究員であり発達性ディスレ

クシアに深い関心をもち活動されているフリー

ジャーナリストの品川裕香さんに、「発達障害のあ

る児童生徒への合理的配慮とは？」と題して講演

をしていただいた。これから本格化するインク

ルーシブ教育に向けて、問題の本質を理解されに

くい発達性ディスレクシアなどのある子どもたち

への対応を、「合理的配慮」という観点から論じた

ものである（今回は紙数の関係もあり割愛するが、

インクルーシブ教育と合理的配慮については、改

めて論ずる必要があろう）。

第２部では「読み書きに悩んでいる子どもたち

―読み書き困難における問題の所在と支援―」と

題するシンポジウムを行った。本特集号では、こ

のうちシンポジウムに関して話題をいくつか取り

上げ、論文化することとした。

品川裕香さんの基調講演「なぜディスレクシア

のある子ども若者を指導しなければいけないの

か？」では、発達性ディスレクシアの特性をもつ

子どもとおとなたちの実例をいくつもあげて、こ

の「目に見えない課題」に取り組む難しさについ

てお話をしていただいた。

小学校で通級指導教室を担当している山下公司

さんには、指導に用いている教材や指導方法、指

導場面などについてお話をしていただいた。読み

書きに困難を持つ子どもも、適切な指導が行われ

れば、少しずつであるが学びを深めていくことが

できる。彼らの多くは「勉強」が嫌いになってい

るかもしれないが、それでも学ぶことを欲してい

るのである。

教育学院で発達性ディスレクシアに関する基礎

的研究と臨床的支援を行っている 村安寿子さん

には、「英単語習得の困難な生徒の支援」と題して、

日本語を母語とする子どもが英語を習得する際の

課題と、支援方法について語っていただいた。母

語である日本語の読み書きに困難がある子どもで

は、中学で英語が導入されたときにさらに新たな

困難に直面することが多い。

「北大土曜教室」の設立当時から運営に関わり、

またその卒業生組織である「ごぶサタ倶楽部」の
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代表を務めている小泉雅彦さんには、「読み書き困

難を持つ知的ギフティッドの支援」と題して、こ

れまで接してきた認知的アンバランスの著しい子

どもたちについて語っていただいた。小泉さんは、

中学校で特別支援学級を担当する教員でもあり、

いわゆる「勉強のできる」生徒であるが故に学校

では見落とされてしまう彼らの「生きづらさ」に

心を痛めてきた。子どもたちには様々な「生きづ

らさ」があるのだが、その中でも読み書きの困難

を内包するアンバランスさには、教師であっても

気づかない場合が少なくない。米国の映画監督と

して著名なスピルバーグさんは、読みの困難が

あって学校時代はいじめにもあっていたこと、し

かし自分には映画というものがあってそれが救い

となり、現在があることを語っている。（Spielber-

g,S.:Friends of Quinn,2012）
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